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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも５０重量％のプロピレンを含む、少なくとも４０重量％の未変性の半結晶性
プロピレンポリマーと、
　第１の非官能化ワックス及び前記第１の非官能化ワックスと異なる第２の非官能化ワッ
クスを含む、少なくとも１５重量％の非官能化ワックスと、
　８重量％以下のエチレン－エチレン性不飽和エステルコポリマーと、
を含み、
　前記第１の非官能化ワックス及び前記第２の非官能化ワックスがポリオレフィンワック
ス、パラフィンワックス、フィッシャー・トロプシュワックス及びこれらの組合せからな
る群から選択される、ホットメルト接着剤組成物。
【請求項２】
　０重量％～１０重量％以下の官能化ポリプロピレンワックス、官能化ポリエチレンワッ
クス、極性ワックス、官能化ステアルアミドワックス及びこれらの組合せからなる群から
選択される官能化ワックスと、
　１重量％～１０重量％の、スチレンを含むエラストマー性ブロックコポリマーと
を更に含む、請求項１記載のホットメルト接着剤組成物。
【請求項３】
　ホットメルト接着剤組成物の重量に対して０重量％～１０重量％以下の官能化ポリプロ
ピレンワックス、官能化ポリエチレンワックス、極性ワックス、官能化ステアルアミドワ



(2) JP 6746571 B2 2020.8.26

10

20

30

40

50

ックス及びこれらの組合せからなる群から選択される官能化ワックスを含む、２０重量％
超のワックスと、
　少なくとも１５重量％の非官能化ワックス
を含み、
　２秒以下の硬化時間を示す、請求項１記載のホットメルト接着剤組成物。
【請求項４】
　５５重量％～７０重量％の未変性の半結晶性プロピレンポリマーと、
　２０重量％～３５重量％の前記非官能化ワックスと、
　０重量％～１０重量％の官能化ポリプロピレンワックス、官能化ポリエチレンワックス
、極性ワックス、官能化ステアルアミドワックス及びこれらの組合せからなる群から選択
される官能化ワックスと、
を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載のホットメルト接着剤組成物。
【請求項５】
　２０重量％超の非官能化ワックスを含む、請求項１～４のいずれか一項に記載のホット
メルト接着剤組成物。
【請求項６】
　前記未変性の半結晶性プロピレンポリマーの融解熱が１５Ｊ／ｇ～５０Ｊ／ｇ以下であ
る、請求項１～５のいずれか一項に記載のホットメルト接着剤組成物。
【請求項７】
　４℃で５０％超の繊維断裂率、及び、６０℃で５０％超の繊維断裂率、並びに、１．５
秒以下の硬化時間を示す、請求項１～６のいずれか一項に記載のホットメルト接着剤組成
物。
【請求項８】
　前記未変性の半結晶性プロピレンポリマーが、未変性の、メタロセン触媒によるプロピ
レンコポリマー、未変性の、非メタロセンヘテロアリール触媒によるプロピレンコポリマ
ー又はこれらの組み合わせを含む、請求項１～７のいずれか一項に記載のホットメルト接
着剤組成物。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載のホットメルト接着剤組成物と、
　繊維を含む第１の基材と、
　繊維を含む第２の基材と、
を含むパッケージであって、
前記第２の基材が前記接着剤組成物によって前記第１の基材と接合されている、パッケー
ジ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、半結晶性プロピレンポリマー及びワックスを含むホットメルト接着剤組成物
の調製に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ホットメルト接着剤組成物は、ポリマー及び粘着付与剤をしばしば含み、場合によりワ
ックス又はオイルを含む。包装に使用されるホットメルト接着剤は、商業的に有用である
ために、良好な結合形成、耐熱性、及び熱安定性、並びに速やかな硬化時間を示す必要が
ある。包装用接着剤が商業的に有用であるために満たさなければならない諸性能特性を呈
することが可能なプロピレンポリマーベースのホットメルト接着剤を配合することは困難
である。例えば、粘着付与剤はホットメルト接着剤に変色及び炭化を生じさせる可能性が
ある。ワックスは、ポリプロピレンホットメルト接着剤組成物の接着結合形成特性に悪影
響を及ぼす可能性がある。このことは、高い結晶化度を有するワックスに特に当てはまる
。オイルは、ホットメルト接着剤組成物の硬化速度を低下させることが知られている。オ
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イルは、また、ホットメルト接着剤組成物から滲出して接着剤組成物が接合される基材に
望ましくない染みを生じる可能性もある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許出願公開第２０１０／１３２８８６号明細書
【特許文献２】国際公開第２０１２／０５１２３９号
【特許文献３】国際公開第２０１２／１４９３９１号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　低温及び高温における良好な接着力、熱安定性、速やかな硬化時間を示し、かつオイル
の染み及びオイルの移行が最小限であるかまったく生じない、プロピレンポリマーをベー
スとしたホットメルト接着剤組成物が得ることが望ましいことになる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　一態様では、本発明は、少なくとも５０重量％のプロピレンを含む、少なくとも５５重
量％の未変性の半結晶性プロピレンポリマーと、少なくとも１５重量％の第１の非官能化
ワックスと、第１のワックスと異なる第２のワックスと、を含むホットメルト接着剤組成
物を特徴とする。一部の実施形態では、ホットメルト接着剤組成物は、２０重量％超のワ
ックスを含む。
【０００６】
　別の態様では、本発明は、少なくとも５０重量％のプロピレンを含む、少なくとも５５
重量％の半結晶性プロピレンポリマーと、ホットメルト接着剤組成物の重量に対して０重
量％～１０重量％以下の官能化ワックスを含む、２０重量％超のワックスと、を含むホッ
トメルト接着剤組成物であって、２秒以下の硬化時間を示す、ホットメルト接着剤組成物
を特徴とする。一実施形態では、ワックスは、第１のワックス及び第１のワックスと異な
る第２のワックスを含む。
【０００７】
　特定の実施形態では、ホットメルト接着剤組成物は、１０重量％超の粘着付与剤を含む
。
【０００８】
　一実施形態では、第２のワックスは、官能化ワックスを含む。
【０００９】
　別の実施形態では、半結晶性プロピレンポリマーは、メタロセン触媒によるプロピレン
ポリマーである。一部の実施形態では、半結晶性プロピレンポリマーの融解熱は、１５Ｊ
／ｇ～５０Ｊ／ｇ以下である。一実施形態では、半結晶性プロピレンポリマーの融解熱は
、１５Ｊ／ｇ～４５Ｊ／ｇ以下である。
【００１０】
　別の実施形態では、第１の非官能化ワックスの融点は８０℃よりも高い。一部の実施形
態では、第１の非官能化ワックスの融点は１００℃よりも高い。他の実施形態では、第１
の非官能化ワックスの融点は１１５℃よりも高い。一実施形態では、第２のワックスの融
点は１１５℃よりも高い。一部の実施形態では、第１の非官能化ワックスの融点は１１５
℃よりも高く、組成物は２秒以下の硬化時間を示す。一部の実施形態では、第１の非官能
化ワックスの融点は１１５℃よりも高く、第２のワックスの融点は１１５℃よりも高い。
【００１１】
　一部の実施形態では、組成物は、５秒以下の硬化時間を示す。他の実施形態では、組成
物は、２秒以下の硬化時間を示す。
【００１２】
　一実施形態では、組成物は、７１℃よりも高い熱応力抵抗性を示す。他の実施形態では
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、組成物は、７６℃よりも高い熱応力抵抗性を示す。一部の実施形態では、組成物は、７
１℃よりも高い熱応力抵抗性及び２秒以下の硬化時間を示す。一実施形態では、組成物は
、７１℃よりも高い熱応力抵抗性及び２秒以下の硬化時間を示し、第１の非官能化ワック
スは、ポリエチレンワックス及びフィッシャー・トロプシュワックスの少なくとも一方を
含み、第２のワックスは、非官能化ポリプロピレンワックス、マレイン化ポリエチレンワ
ックス、マレイン化ポリプロピレンワックス又はこれらの組み合わせを含む。
【００１３】
　別の実施形態では、組成物は、－１８℃で２５％超の繊維断裂率及び６０℃で２５％超
の繊維断裂率を示す。他の実施形態では、組成物は、４℃で２５％超の繊維断裂率及び６
０℃で２５％超の繊維断裂率を示す。更に他の実施形態では、組成物は、４℃で２５％超
の繊維断裂率及び７１℃で２５％超の繊維断裂率を示す。
【００１４】
　一実施形態では、ホットメルト接着剤組成物は、オイル、ポリブテン又はこれらの組み
合わせを更に含む。他の実施形態では、ホットメルト接着剤組成物は、粘着付与剤を更に
含む。一実施形態では、ホットメルト接着剤組成物は、７重量％以下の粘着付与剤を含む
。
【００１５】
　一部の実施形態では、組成物は、１７７℃で２０００センチポアズ以下の粘度を示す。
他の実施形態では、組成物は、１７７℃で１２００センチポアズ以下の粘度を示す。
【００１６】
　一実施形態では、第１の非官能化ワックスは、ポリエチレンワックスを含み、第２のワ
ックスは、非官能化ポリプロピレンワックス、マレイン化ポリエチレンワックス、マレイ
ン化ポリプロピレンワックス又はこれらの組み合わせを含む。一部の実施形態では、第１
の非官能化ワックスは１１５℃よりも高い融点を示し、ポリエチレンワックス及びフィッ
シャー・トロプシュワックスの少なくとも一方を含み、第２のワックスは、マレイン化ポ
リエチレンワックス、マレイン化ポリプロピレンワックス又はこれらの組み合わせを含む
。他の実施形態では、第１の非官能化ワックスはポリエチレンワックスを含み、第２のワ
ックスは、マレイン化ポリエチレンワックス、マレイン化ポリプロピレンワックス又はこ
れらの組み合わせを含む。
【００１７】
　一部の実施形態では、ホットメルト接着剤組成物は、５５重量％～約８４重量％の半結
晶性プロピレンポリマー、約２０重量％～約３５重量％の第１の非官能化ワックス及び約
１重量％～約１０重量％の第２のワックスを含む。一実施形態では、組成物は、２秒以下
の硬化時間を示す。他の実施形態では、組成物は、１秒以下の硬化時間を示す。
【００１８】
　他の実施形態では、ホットメルト接着剤組成物は、６０重量％～約８０重量％のポリプ
ロピレンポリマーを含む。
【００１９】
　一実施形態では、半結晶性プロピレンポリマーは、プロピレン－アルファオレフィンコ
ポリマーを含む。別の実施形態では、半結晶性プロピレンポリマーは、プロピレン－ヘキ
センコポリマー、プロピレン－オクテン、プロピレン－ブテンコポリマー、プロピレン－
エチレンコポリマー又はこれらの組み合わせを含む。一部の実施形態では、半結晶性プロ
ピレンポリマーは、１９０℃で２０００ｃＰ以下の粘度を示す。他の実施形態では、半結
晶性プロピレンポリマーは、１９０℃で１２００ｃＰ以下の粘度を示す。別の実施形態で
は、ホットメルト接着剤組成物は、７１℃超の熱応力抵抗性、２５％超の－１８℃での繊
維断裂率及び２５％超の６０℃での繊維断裂率を示す。
【００２０】
　別の実施形態では、組成物は、１４９℃で１５００センチポアズ以下の粘度を示す。
【００２１】
　別の態様では、本発明は、本明細書に述べられるホットメルト接着剤組成物と、繊維を
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含む第１の基材と、繊維を含む第２の基材と、を含むパッケージであって、第２の基材が
接着剤組成物によって第１の基材と接合されている、パッケージを特徴とする。一実施形
態では、接着剤は、－１８℃及び６０℃において第１の基材及び第２の基材の少なくとも
一方に対して繊維断裂接合性を示す。
【００２２】
　別の態様では、本発明は、少なくとも５０重量％のプロピレンを含む、少なくとも４０
重量％の未変性の半結晶性プロピレンポリマーと、第１の非官能化ワックス及び該第１の
非官能化ワックスと異なる第２の非官能化ワックスを含む、少なくとも１５重量％の非官
能化ワックスと、８重量％以下のエチレン－エチレン性不飽和エステルコポリマーと、を
含む、ホットメルト接着剤組成物を特徴とする。一実施形態では、接着剤組成物は、スチ
レンを含むエラストマー性ブロックコポリマーを更に含む。一部の実施形態では、エラス
トマー性ブロックコポリマーは、スチレン－エチレン／ブチレン－スチレンブロックコポ
リマー、スチレン－エチレン／プロピレン－スチレンブロックコポリマー及びこれらの組
み合わせからなる群から選択される。
【００２３】
　他の態様では、本発明は、少なくとも５０重量％のプロピレンを含む、少なくとも４０
重量％の未変性の半結晶性プロピレンポリマーと、少なくとも１５重量％の非官能化ワッ
クスと、０重量％～１０重量％以下の官能化ワックスと、１重量％～１０重量％の、スチ
レンを含むエラストマー性ブロックコポリマーと、を含むホットメルト接着剤組成物を特
徴とする。
【００２４】
　一部の実施形態では、接着剤組成物は、少なくとも４５重量％の未変性の半結晶性プロ
ピレンポリマーを含む。他の実施形態では、接着剤組成物は、少なくとも５０重量％の未
変性の半結晶性プロピレンポリマーを含む。他の実施形態では、接着剤組成物は、少なく
とも５５重量％の未変性の半結晶性プロピレンポリマーを含む。
【００２５】
　他の実施形態では、接着剤組成物は、４５重量％～約７０重量％の未変性の半結晶性プ
ロピレンポリマー、約２０重量％～約３５重量％の非官能化ワックス及び約１重量％～約
１０重量％の官能化ワックスを含む。
【００２６】
　他の実施形態では、未変性の半結晶性プロピレンポリマーは、１５Ｊ／ｇ～５０Ｊ／ｇ
以下の融解熱を示す。
【００２７】
　一実施形態では、第１の非官能化ワックスは、ポリエチレンワックス、フィッシャー・
トロプシュワックス又はこれらの組み合わせを含む。一部の実施形態では、第１の非官能
化ワックスの融点は１００℃よりも高い。他の実施形態では、第２の非官能化ワックスの
融点は１１５℃よりも高い。
【００２８】
　一実施形態では、接着剤組成物は、官能化ワックスを更に含む。一部の実施形態では、
第１の非官能化ワックスは、ポリエチレンワックス、フィッシャー・トロプシュワックス
又はこれらの組み合わせを含み、また官能化ワックスは、マレイン化ポリエチレンワック
ス、マレイン化ポリプロピレンワックス又はこれらの組み合わせを含む。
【００２９】
　一部の実施形態では、第１の非官能化ワックスの融点は１００℃よりも高い。他の実施
形態では、第１の非官能化ワックスの融点は１００℃よりも高く、第２の非官能化ワック
スの融点は１１０℃よりも高い。
【００３０】
　一部の実施形態では、接着剤組成物は、２０重量％超のワックスを含む。
【００３１】
　別の実施形態では、接着剤組成物は、２秒以下の硬化時間を示す。他の実施形態では、
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接着剤組成物は、１．５秒以下の硬化時間を示す。他の実施形態では、接着剤組成物は、
１秒以下の硬化時間を示す。
【００３２】
　一部の実施形態では、接着剤組成物は、６０℃超の熱応力抵抗性、５０％超の４℃での
繊維断裂率及び５０％超の６０℃での繊維断裂率、並びに２秒以下の硬化時間を示す。他
の実施形態では、接着剤組成物は、６０℃超の熱応力抵抗性、５０％超の４℃での繊維断
裂率及び５０％超の６０℃での繊維断裂率、並びに１．５秒以下の硬化時間を示す。別の
実施形態では、接着剤組成物は、７１℃超の熱応力抵抗性、５０％超の４℃での繊維断裂
率及び５０％超の７１℃での繊維断裂率、並びに１．５秒以下の硬化時間を示す。別の実
施形態では、接着剤組成物は、７１℃超の熱応力抵抗性、５０％超の－１８℃での繊維断
裂率及び５０％超の７１℃での繊維断裂率、並びに１．５秒以下の硬化時間を示す。
【００３３】
　他の実施形態では、接着剤組成物は、オイル、ポリブテン又はこれらの組み合わせを更
に含む。
【００３４】
　別の実施形態では、接着剤組成物は、１７７℃で２０００センチポアズ以下の粘度を示
す。他の実施形態では、接着剤組成物は、１４９℃で１５００センチポアズ以下の粘度を
示す。
【００３５】
　他の実施形態では、接着剤組成物は、５０重量％～約６５重量％の未変性の半結晶性プ
ロピレンポリマーを含む。
【００３６】
　他の実施形態では、未変性の半結晶性プロピレンポリマーは、１９０℃で１２００ｃＰ
以下の粘度を示す。
【００３７】
　別の実施形態では、未変性の半結晶性プロピレンポリマーは、未変性の、メタロセン触
媒による半結晶性プロピレンポリマー、未変性の、非メタロセンヘテロアリール触媒によ
る半結晶性プロピレンポリマー又はこれらの組み合わせを含む。
【００３８】
　別の実施形態では、未変性の半結晶性プロピレンポリマーは、未変性の、メタロセン触
媒による半結晶性プロピレンコポリマー、未変性の、非メタロセンヘテロアリール触媒に
よる半結晶性プロピレンコポリマー又はこれらの組み合わせを含む。
【００３９】
　他の実施形態では、接着剤組成物は、１５重量％～約３０重量％の粘着付与剤を更に含
む。
【００４０】
　別の態様では、本発明は、上記に開示されるホットメルト接着剤組成物のいずれかと、
繊維を含む第１の基材と、繊維を含む第２の基材と、を含むパッケージであって、第２の
基材が接着剤組成物によって第１の基材と接合されている、パッケージを特徴とする。
【００４１】
　本発明は、速やかな硬化時間、熱安定性、並びに低温及び高温における良好な接着性を
示す半結晶性プロピレンポリマーベースのホットメルト接着剤組成物を特徴とする。
【００４２】
　他の特徴及び利点は、以下の好ましい実施形態の説明から、また、特許請求の範囲から
明らかとなろう。
【００４３】
　用語集
　本発明に関し、下記の用語は以下に記載する意味を有するものである。
　本明細書で使用する場合、「ワックス」なる用語は、融解熱が６０ジュール／グラム（
Ｊ／ｇ）よりも高く、１９０℃での粘度が７５０センチポアズ（ｃＰ）以下であるような
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ポリマー又はオリゴマーを意味する。
【００４４】
　「半結晶性ポリマー」なる用語は、融解熱が１０Ｊ／ｇよりも高く、かつ６０Ｊ／ｇ以
下であり、１９０℃での粘度が少なくとも７５０ｃＰであるようなポリマーを意味する。
【００４５】
　「未変性」ポリマーなる用語は、フリーラジカル開始剤の存在下で変性されていないポ
リマーを意味する。
【００４６】
　「非官能化ワックス」なる用語は、極性官能基を含まないワックスを指す。
【００４７】
　「官能化ワックス」なる用語は、少なくとも１つの極性官能基を有するワックスを指す
。
【発明を実施するための形態】
【００４８】
　ホットメルト接着剤組成物は、少なくとも５０重量％のプロピレンを含む少なくとも４
０重量％の半結晶性プロピレンポリマー及びワックスを含む。ホットメルト接着剤組成物
は、速やかな硬化時間を示し、５秒以下、３秒以下、２秒以下、１．５秒以下、又は更に
は１秒以下の硬化時間を示すことが好ましい。ホットメルト接着剤組成物はまた、低温及
び高温の両方で繊維質の包装材料に対して繊維断裂接合性も示す。ホットメルト接着剤組
成物は、４℃、－１８℃、又は更には－２９℃で、２５％超、３０％超、４０％超、４５
％超、５０％超、又は更に７０％超の繊維断裂率を、また、６０℃、又は更には７１℃で
、２５％超、３０％超、４０％超、４５％超、５０％超、又は更に７０％超の繊維断裂率
を示すことが好ましい。
【００４９】
　ホットメルト接着剤組成物はまた、良好な熱応力抵抗性も示し、少なくとも５４℃、少
なくとも６０℃、少なくとも６６℃、少なくとも７１℃、又は更には少なくとも７６℃の
熱応力抵抗性を示すことが好ましい。
【００５０】
　ホットメルト接着剤組成物は、１７７℃で、５０００ｃＰ以下、約３０００ｃＰ以下、
約２０００ｃＰ以下、約１５００ｃＰ以下、約１２００ｃＰ以下、又は更には約１０００
ｃＰ以下の粘度を、また、１９０℃で、約３０００ｃＰ以下、約２０００ｃＰ以下、又は
更には約１０００ｃＰ以下の粘度を示すことが好ましい。ホットメルト接着剤組成物は、
１４９℃、又は更には１３５℃で、２０００ｃＰ以下、約１５００ｃＰ以下、約１３００
ｃＰ以下、又は更には約１２００ｃＰ以下の粘度を示すように配合することができる。
【００５１】
　ホットメルト接着剤組成物はまた、良好な熱安定性も示す。熱安定性の２つの尺度は、
経時的な粘度の変化と、炭化の存在である。１７７℃で２００時間のコンディショニング
の後、ホットメルト接着剤組成物は、１７７℃におけるその初期粘度に対して、２０％以
下、又は更には１０％以下の粘度の変化を示すことが好ましく、最小限の炭化を示すか、
又は更には炭化及びスキン形成（すなわち組成物の表面上のスキンコートの形成）を示さ
ない。
【００５２】
　ホットメルト接着剤組成物はまた、３以下、２以下、又は更には１以下の初期ガードナ
ー色数を示すことが好ましい。
【００５３】
　半結晶性プロピレンポリマー
　プロピレンポリマーは半結晶性であり、１０ジュール／グラム（Ｊ／ｇ）超～６０Ｊ／
ｇ以下、約１５Ｊ／ｇ～約５０Ｊ／ｇ、又は更には約１５Ｊ／ｇ～約４５Ｊ／ｇの融解熱
を示す。プロピレンポリマーは、１９０℃で、少なくとも７５０ｃＰ、５，０００ｃＰ以
下、４，０００ｃＰ以下、３，０００ｃＰ以下、２，０００ｃＰ以下、又は更には１，０
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００ｃＰ以下の粘度を示す。
【００５４】
　プロピレンポリマーは、－１０℃以下、－２０℃以下、又は更には－３０℃以下のガラ
ス転移温度（Ｔｇ）を示すことが好ましい。
【００５５】
　有用なプロピレンポリマーとしては、例えば、ポリプロピレンホモポリマー（すなわち
１００ｍｏｌ％のプロピレン）、プロピレンコポリマー（すなわちコポリマー、ターポリ
マー及びより高次のポリマー）、少なくとも２種類の異なるプロピレンポリマーの混合物
（例えば、ポリプロピレンホモポリマーとプロピレンコポリマーとを含むブレンド）、異
なるポリプロピレンホモポリマーを含むブレンド、異なるプロピレンコポリマーを含むブ
レンド及びこれらの様々な組み合わせが挙げられる。有用なプロピレンポリマーとしては
、例えば、変性、未変性、グラフト化、及び非グラフト化プロピレンポリマー、単峰性プ
ロピレンポリマー、多峰性プロピレンポリマー並びにこれらの組み合わせが挙げられる。
「多峰性」なる用語は、サイズ排除クロマトグラフィー（ＳＥＣ）により測定した場合に
ポリマーが多峰性の分子量分布（重量平均分子量（Ｍｗ）／数平均分子量（Ｍｎ））を有
することを意味する。多峰性の分子量分布は、ＳＥＣのトレースが複数のピーク又は変曲
点（すなわち２つ以上の変曲点）を有する場合に存在する。変曲点とは、二次導関数の符
号が変わる点である（例えば負から正へ、又はその逆）。「単峰性」なる用語は、ＳＥＣ
により測定した場合にポリマーが単峰性の分子量分布（（Ｍｗ）／（Ｍｎ））を有するこ
とを意味する。単峰性の分子量分布は、ＳＥＣのトレースがピークを１つのみ有する場合
に存在する。
【００５６】
　有用なプロピレンコポリマーは、プロピレンと、アルファ－オレフィンコモノマー（例
えば、少なくとも２個の炭素原子、少なくとも４個の炭素原子、４個～８個の炭素原子を
有するアルファ－オレフィンモノマーと、かかるモノマーとの組み合わせ）とから誘導さ
れる。好適なアルファ－オレフィンコモノマーのクラスの例としては、モノ－アルファ－
オレフィン（すなわち不飽和二重結合が１個）、及びより高次のアルファ－オレフィン（
例えばジエン（例えば１，９－デカジエン））が挙げられる。有用なアルファ－オレフィ
ンモノマーとしては、例えばエチレン、ブテン、ペンテン、ヘキセン、ヘプテン、オクテ
ン、ノネン、デセン、ドデセン、４－メチル－ペンテン－１，３－メチルペンテン－１，
３，５，５－トリメチル－ヘキセン－１，５－エチル－１－ノネン及びこれらの混合物が
挙げられる。好適なプロピレン－アルファ－オレフィンコポリマーの具体的な例としては
、プロピレン－エチレン、プロピレン－ブテン、プロピレン－ヘキセン、プロピレン－オ
クテン及びこれらの組み合わせが挙げられる。
【００５７】
　プロピレンコポリマーは、少なくとも１重量％、少なくとも２重量％、少なくとも約５
重量％、少なくとも約１０重量％、５０重量％以下、約４０重量％以下、３０重量％以下
、２０重量％以下、１７重量％以下、１５重量％以下、又は更には１０重量％以下のアル
ファ－オレフィンコモノマーと、少なくとも５０重量％、少なくとも約６０重量％、９９
重量％以下、９８重量％以下、９５重量％以下、９０重量％以下、約５０重量％～約９９
重量％、約６０重量％～約９９重量％、又は更には約７０重量％～約９９重量％のプロピ
レンとを含むことが好ましい。
【００５８】
　有用なプロピレンポリマーとしては、例えば、シングルサイト触媒（例えばメタロセン
触媒（例えばメタロセン触媒によるプロピレンポリマー））、複数のシングルサイト触媒
、非メタロセンヘテロアリール触媒及びこれらの組み合わせを含む各種の触媒を使用して
調製されるプロピレンポリマーが挙げられる。他の好適なポリマーとしては、非晶質プロ
ピレンポリマーを半結晶性ポリマー上にグラフトすることによって調製されるポリマーが
挙げられ、その例及びその製造方法は、米国特許第７，５４１，４０２号（Ａｂｈａｒｉ
ら）に開示されており、かつこれは本明細書に組み込まれる。プロピレンポリマーは、ア
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イソタクチックなポリプロピレンのブロックと、アタクチックなポリプロピレンのブロッ
クとを含むことができる。
【００５９】
　好適なプロピレンポリマーは、例えば、ＶＩＳＴＡＭＡＸＸ　８８８０プロピレン－エ
チレンコポリマー、ＶＩＳＴＡＭＡＸＸ　８８１６プロピレン－ヘキセンコポリマー、及
びＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（テキサス州ヒューストン
）より販売されるＬＩＮＸＡＲプロピレン－ヘキセンコポリマー（ＬＩＮＸＡＲ　１２７
を含む）並びにＣｌａｒｉａｎｔ　Ｉｎｔ’ｌ　Ｌｔｄ．（スイス、ムッテンツ）より販
売されるＬＩＣＯＣＥＮＥプロピレン－エチレンコポリマー（ＬＩＣＯＣＥＮＥ　ＰＰ　
１５０２　ＴＰ、ＰＰ　１６０２　ＴＰ、及びＰＰ　２６０２　ＴＰを含む）を含む様々
な商品名で市販されている。
【００６０】
　ホットメルト接着剤組成物は、少なくとも４０重量％、少なくとも４５重量％、少なく
とも５０重量％、少なくとも５５重量％、約８４重量％以下、約８０重量％以下、約７５
重量％以下、約７０重量％以下、約６５重量％以下、約６０重量％以下、約４０重量％～
約８４重量％、約４５重量％～約８０重量％、又は更には約４５重量％～約６０重量％の
プロピレンポリマーを含む。
【００６１】
　ワックス
　ホットメルト接着剤組成物は、少なくとも２種類の異なるワックス（例えば、少なくと
も２種類の異なる非官能化ワックス、少なくとも２種類の異なる官能化ワックス、官能化
ワックスと非官能化ワックス、及びこれらの組み合わせ）を含む。ホットメルト接着剤組
成物は、少なくとも１５重量％、１５重量％超、２０重量％超、２０重量％～３５重量％
、少なくとも１５重量％～約３５重量％、１５重量％超～約３５重量％、又は更には約１
５重量％～約３０重量％のワックスを含む。
【００６２】
　非官能化ワックス
　有用な非官能化ワックスの融点は、少なくとも５０℃、少なくとも６０℃、少なくとも
８０℃、少なくとも１００℃、又は更には少なくとも１１５℃であり、融解熱は６０Ｊ／
ｇ超、又は更には７０Ｊ／ｇ超である。好適な非官能化ワックスの例としては、ポリオレ
フィンワックス（例えばポリプロピレンワックス及びポリエチレンワックス）、フィッシ
ャー・トロプシュワックス、パラフィンワックス、マイクロクリスタリンワックス、メタ
ロセンワックス、及びこれらの組み合わせ（例えばそれぞれの融点が少なくとも１１５℃
である２種類の非官能化ワックスの組み合わせ）が挙げられる。ホットメルト接着剤組成
物は、少なくとも１５重量％、１５重量％超、２０重量％超、少なくとも１５重量％～約
３５重量％、１５重量％超～約３５重量％、又は更には約１５重量％～約３０重量％の非
官能化ワックスを含むことが好ましい。
【００６３】
　有用なポリエチレンワックスは、例えば、Ｗｅｓｔｌａｋｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ
ｒｐｏｒａｔｉｏｎ（テキサス州ヒューストン）より販売される商品名ＥＰＯＬＥＮＥシ
リーズ（例えば、ＥＰＯＬＥＮＥ　Ｎ－２１及びＮ－１４ポリエチレンワックスを含む）
、Ｂａｋｅｒ　Ｈｕｇｈｅｓ　Ｉｎｃ．（テキサス州シュガーランド）より販売される商
品名ＢＡＲＥＣＯシリーズ（例えばＢＡＲＥＣＯ　Ｃ４０４０ポリエチレンワックスを含
む）、Ｈｏｎｅｙｗｅｌｌ　Ｉｎｔ’ｌ　Ｉｎｃ．（ニュージャージー州モリスタウン）
より販売される商品名ＡＣシリーズ（例えばＡ－Ｃ８及びＡ－Ｃ９ポリエチレンワックス
を含む）、Ｂａｋｅｒ　Ｈｕｇｈｅｓ　Ｉｎｃ．（テキサス州ヒューストン）より販売さ
れる商品名ＰＯＬＹＷＡＸシリーズ（ＰＯＬＹＷＡＸ　３０００を含むポリエチレンワッ
クス）及びＳＳＩ　ＣＨＵＳＥＩ，Ｉｎｃ．（テキサス州パサデナ（Ｐａｓｅｄｅｎａ）
）より販売されるＣＷＰ　４００ポリエチレンワックスなどを含む様々な商品名で市販さ
れている。ホットメルト接着剤組成物は、０重量％～約３５重量％、少なくとも１重量％
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、少なくとも７重量％、少なくとも１０重量％、約１重量％～約３０重量％、約１重量％
～約２５重量％、約５重量％～約２０重量％、又は更には約５重量％～約１５重量％のポ
リエチレンワックスを含むことができる。
【００６４】
　有用なポリプロピレンワックスは、例えば、Ｗｅｓｔｌａｋｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃ
ｏｒｐｏｒａｔｉｏｎより販売されるＥＰＯＬＥＮＥ　Ｎ－１５、Ｈｏｎｅｙｗｅｌｌ　
Ｉｎｔ’ｌ　Ｉｎｃ．より販売されるＨＯＮＥＹＷＥＬＬ　ＡＣ１０８９及びＣｌａｒｉ
ａｎｔ　Ｉｎｔ’ｌ　Ｌｔｄ．（スイス、ムッテンツ）より販売されるＬＩＣＯＣＥＮＥ
　６１０２などを含む様々な商品名で市販されている。ホットメルト接着剤組成物は、０
重量％～約３５重量％、約１重量％～約２５重量％、又は更には約１重量％～約２０重量
％のポリプロピレンワックスを含むことができる。
【００６５】
　有用なフィッシャー・トロプシュワックスは、例えば、Ｂａｋｅｒ　Ｈｕｇｈｅｓ　Ｉ
ｎｃ．（テキサス州シュガーランド）より販売される商品名ＢＡＲＥＣＯシリーズ（例え
ば、ＢＡＲＥＣＯ　ＰＸ－１００及びＰＸ－１０５フィッシャー・トロプシュワックスを
含む）、Ｓｈｅｌｌ　Ｍａｌａｙｓｉａ　Ｌｔｄ．（マレーシア、クアラルンプール）よ
り販売される商品名ＳＨＥＬＬＷＡＸシリーズ（例えば、ＳＨＥＬＬＷＡＸ　ＳＸ１００
及びＳＸ１０５フィッシャー・トロプシュワックスを含む）、Ｅｖｏｎｉｋ　Ｉｎｄｕｓ
ｔｒｉｅｓ　ＡＧ（ドイツ）より販売される商品名ＶＥＳＴＯＷＡＸシリーズ（例えば、
ＶＥＳＴＯＷＡＸ　２０５０フィッシャー・トロプシュワックスを含む）及びＳａｓｏｌ
　Ｗａｘ　Ｎｏｒｔｈ　Ａｍｅｒｉｃａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（カリフォルニア州ヘ
イワード）より販売される商品名ＳＡＳＯＬＷＡＸシリーズ（例えば、ＳＡＳＯＬＷＡＸ
　Ｈ１０５、Ｃ８０、Ｈ１、及びＨ４フィッシャー・トロプシュワックスを含む）などを
含む様々な商品名で市販されている。ホットメルト接着剤組成物は、０重量％～約３５重
量％、少なくとも１重量％、少なくとも約５重量％、約１重量％～約３０重量％、約１重
量％～約２５重量％、約５重量％～約１０重量％、又は更には約４重量％～約８重量％の
フィッシャー・トロプシュワックスを含むことができる。
【００６６】
　有用なパラフィンワックスは、例えば、ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃ
ｏｍｐａｎｙ（テキサス州ヒューストン）より販売されるＰＡＲＶＡＮ　１５８０及び１
５２０パラフィンワックス並びにＣａｌｕｍｅｔ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔ
ｓ　Ｐａｒｔｎｅｒｓ，ＬＰ（インディアナ州インディアナポリス）より販売されるＣＡ
ＬＵＭＥＴ　ＦＲ－６５１３などを含む様々な商品名で入手可能である。ホットメルト接
着剤組成物は、０重量％～約３５重量％、約１重量％～約２５重量％、約１重量％～約２
０重量％、又は更には約０重量％～約１５重量％のパラフィンワックスを含むことができ
る。
【００６７】
　官能化ワックス
　有用な官能化ワックスの融点は、少なくとも５０℃、少なくとも６０℃、少なくとも８
０℃、少なくとも１００℃、又は更には少なくとも１１５℃であり、融解熱は、６０Ｊ／
ｇ超、又は更には７０Ｊ／ｇ超である。好適な官能化ワックスの例としては、官能化ポリ
プロピレンワックス（例えばマレイン化ポリプロピレンワックス及び酸化ポリプロピレン
ワックス）、官能化ポリエチレンワックス（例えばマレイン化ポリエチレンワックス及び
酸化ポリエチレンワックス）、極性ワックス、官能化ステアルアミドワックス（例えばヒ
ドロキシステアルアミド、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）－１２－ヒドロキシステアルア
ミド、Ｎ，Ｎ’－エチレンビス１２－ヒドロキシステアルアミド、及び１２－ヒドロキシ
ステアリン酸Ｎ，Ｎ’エチレン－ビスステアルアミド）、及びこれらの組み合わせが挙げ
られる。有用な市販の官能化ワックスとしては、例えば、いずれもＨｏｎｅｙｗｅｌｌ　
Ｉｎｔ’ｌ　Ｉｎｃ．（ニュージャージー州モリスタウン）より入手可能なＡ－Ｃ５９７
Ｐ、Ａ－Ｃ５９６Ｐ及びＡ－Ｃ１３２５マレイン化ポリプロピレンワックス及びＡ－Ｃ５
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７３マレイン化ポリエチレンワックス、並びにＷｅｓｔｌａｋｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃ
ｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（テキサス州ヒューストン）より入手可能なＷｅｓｔｌａｋｅ　Ｅ
４３マレイン化ポリプロピレンワックスが挙げられる。
【００６８】
　官能化ワックスはホットメルト接着剤組成物中に、約０重量％～１０重量％以下、約１
重量％～１０重量％以下、約０．２重量％～約５重量％、約１重量％～約４重量％、約２
重量％～約３．５重量％、２重量％以下、又は更には１重量％以下の量で存在することが
できる。所望により、ホットメルト接着剤組成物は官能化ワックスを含まない。
【００６９】
　オイル
　ホットメルト接着剤組成物は所望によりオイルを含む。有用なオイルのクラスとしては
、例えば、石油系ナフテン油、パラフィン系オイル（例えばシクロパラフィンオイル、鉱
物油、動物油、植物油、合成油、オイルの誘導体、脂肪酸のグリセロールエステル及びこ
れらの組み合わせが挙げられる。
【００７０】
　有用な市販のオイルとしては、Ｓｏｎｎｅｂｏｒｎ（ニューヨーク州タリータウン）よ
り販売されるＫＡＹＤＯＬ　ＯＩＬ、Ｐｅｔｒｏｃｈｅｍ　Ｃａｒｌｅｓｓ　Ｌｉｍｉｔ
ｅｄ（英国、サリー）より販売されるＫＲＹＳＴＯＬ　５５０鉱物油、及びＣａｌｕｍｅ
ｔ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｐａｒｔｎｅｒｓ，ＬＰ（インディアナ州
インディアナポリス）より販売されるＣＡＬＳＯＬ　５５０ナフテン油が挙げられる。
【００７１】
　ホットメルト接着剤組成物は、所望により、０重量％～約２０重量％以下、約１５重量
％以下、約１２重量％以下、約０．５重量％～約１０重量％、約１重量％～約１０重量％
、又は更には約２重量％～約５重量％のオイルを含む。
【００７２】
　ポリブテン
　ホットメルト接着剤組成物は、所望により重量平均分子量が約２０００ｇ／ｍｏｌ以下
であるポリブテンを含む。有用なポリブテンは、例えば、ＴＰＣ　Ｇｒｏｕｐ（テキサス
州ヒューストン）より販売されるＴＰＣ　５９５、Ｉｎｅｏｓ　Ｅｕｒｏｐｅ，Ｌｉｍｉ
ｔｅｄ（ベルギー）より販売される商品名ＩＮＤＯＰＯＬシリーズ及びＥｘｘｏｎＭｏｂ
ｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（テキサス州ヒューストン）より販売される商
品名ＰＡＲＡＰＯＬシリーズなどを含む様々な商品名で市販されている。
【００７３】
　ホットメルト接着剤組成物は、所望により０重量％～約２０重量％以下、約１５重量％
以下、約１２重量％以下、約０．５重量％～約１０重量％、約１重量％～約１０重量％、
又は更には約２重量％～約５重量％のポリブテンを含む。
【００７４】
　粘着付与剤
　ホットメルト接着剤組成物は、所望により粘着付与剤を含む。有用な粘着付与剤は、９
０℃以下、８０℃以下、７０℃以下、６０℃以下、又は更には５０℃以下のＴｇ、及び約
１６０℃未満のリングアンドボール法による軟化点を示す。好適な粘着付与剤のクラスと
しては、例えば、芳香族、脂肪族及び脂環式炭化水素樹脂、混合された芳香族及び脂肪族
変性炭化水素樹脂、芳香族変性脂肪族炭化水素樹脂及びこれらの水添物；テルペン、変性
テルペン及びそれらの水添物；天然ロジン、変性ロジン、ロジンエステル、及びこれらの
水添物；低分子量ポリ乳酸並びにこれらの組み合わせなどが挙げられる。有用な天然ロジ
ン及び変性ロジンの例としては、ガムロジン、ウッドロジン、トール油ロジン、蒸留ロジ
ン、水添ロジン、二量化ロジン、及び重合ロジンが挙げられる。有用なロジンエステルの
例としては、例えば、ペールウッドロジンのグリセロールエステル、水添ロジンのグリセ
ロールエステル、重合ロジンのグリセロールエステル、ペールウッドロジンのペンタエリ
トリトールエステルを含む天然ロジン及び変性ロジンのペンタエリトリトールエステル、
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水添ロジンのペンタエリトリトールエステル、トール油ロジンのペンタエリトリトールエ
ステル、ロジンのフェノール変性ペンタエリトリトールエステル及びこれらの組み合わせ
が挙げられる。有用なポリテルペン樹脂の例としては、ＡＳＴＭ方法Ｅ２８－５８Ｔによ
り測定される軟化点が約１０℃～約１６０℃であるポリテルペン樹脂、水添ポリテルペン
樹脂、並びに天然テルペンのコポリマー及びターポリマー（例えば、スチレン－テルペン
、アルファ－メチルスチレン－テルペン、及びビニルトルエン－テルペンなど）並びにこ
れらの組み合わせが挙げられる。有用な脂肪族及び脂環式石油系炭化水素樹脂の例として
は、リングアンドボール法による軟化点が約１０℃～１６０℃である脂肪族及び脂環式石
油系炭化水素樹脂、これらの水添誘導体、及びこれらの組み合わせが挙げられる。好適な
脂肪族及び脂環式石油系炭化水素樹脂としては、例えば、分枝鎖、非分枝鎖、及び環状の
Ｃ５樹脂、Ｃ９樹脂、及びＣ１０樹脂が挙げられる。
【００７５】
　有用な粘着付与剤は、例えば、ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａ
ｎｙ（テキサス州ヒューストン）より販売される商品名ＥＳＣＯＲＥＺシリーズ（例えば
、ＥＳＣＯＲＥＺ　１３１０ＬＣ、ＥＳＣＯＲＥＺ　５４００、ＥＳＣＯＲＥＺ　５６３
７、ＥＳＣＯＲＥＺ　５４１５、ＥＳＣＯＲＥＺ　５６００、ＥＳＣＯＲＥＺ　５６１５
及びＥＳＣＯＲＥＺ　５６９０を含む）、Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐ
ａｎｙ）（テネシー州キングスポート）より販売される商品名ＥＡＳＴＯＴＡＣシリーズ
（例えば、ＥＡＳＴＯＴＡＣ　Ｈ－１００Ｒ、ＥＡＳＴＯＴＡＣ　Ｈ－１００Ｌ及びＥＡ
ＳＴＯＴＡＣ　Ｈ１３０Ｗを含む）、Ｃｒａｙ　Ｖａｌｌｅｙ　ＨＳＣ（ペンシルベニア
州エクストン）より販売される商品名ＷＩＮＧＴＡＣＫシリーズ（例えば、ＷＩＮＧＴＡ
ＣＫ　８６、ＷＩＮＧＴＡＣＫ　ＥＸＴＲＡ及びＷＩＮＧＴＡＣＫ　９５を含む）、Ｅａ
ｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（テネシー州キングスポート）より販売
される商品名ＰＩＣＣＯＴＡＣシリーズ（例えば、ＰＩＣＣＯＴＡＣ　８０９５及び１１
１５を含む）、Ａｒｋａｗａ　Ｅｕｒｏｐｅ　ＧｍｂＨ（ドイツ）より販売される商品名
ＡＲＫＯＮシリーズ（例えば、ＡＲＫＯＮ　Ｐ－１２５を含む）、Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙより販売される商品名ＲＥＧＡＬＩＴＥ及びＲＥＧＡＬＲ
ＥＺシリーズ（例えば、ＲＥＧＡＬＩＴＥ　Ｒ１１２５及びＲＥＧＡＬＲＥＺ　１１２６
を含む）並びにＲｅｓｉｎａｌｌ　Ｃｏｒｐ（ノースカロライナ州セバーン）より販売さ
れる商品名ＲＥＳＩＮＡＬＬシリーズ（ＲＥＳＩＮＡＬＬ　Ｒ１０３０を含む）などを含
む様々な商品名で市販されている。
【００７６】
　室温（すなわち－６．７℃～－５．６℃（２０°Ｆ～２２°Ｆ））で液体である有用な
粘着付与剤としては、例えば、Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙより
販売されるＲＥＧＡＬＲＥＺ　１０１８炭化水素樹脂、Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌ　Ｃｏｍｐａｎｙより販売されるＰＩＣＣＯＬＡＳＴＩＣ　Ａ５炭化水素樹脂及びＣｒ
ａｙ　Ｖａｌｌｅｙ（ペンシルベニア州エクストン）より販売されるＷＩＮＧＴＡＣＫ　
１０が挙げられる。
【００７７】
　ホットメルト接着剤組成物は、所望により少なくとも約１重量％、少なくとも５重量％
、少なくとも約１０重量％、少なくとも約１５重量％、少なくとも約２０重量％、約４０
重量％以下、約３５重量％以下、約３０重量％以下、約２５重量％以下、約１５重量％～
約３０重量％、又は更には約２０重量％～約２５重量％の粘着付与剤を含む。
【００７８】
　少なくとも５５重量％の半結晶性ポリプロピレンポリマーを含む一部のホットメルト接
着剤組成物では、任意追加的な粘着付与剤の有用な量としては、約０重量％～約３０重量
％以下、１重量％～約３０重量％以下、約１重量％～約２０重量％、約１重量％～約１５
重量％、約１重量％～約１０重量％、１０重量％以下、約７重量％以下、又は更には約０
．５重量％以下が挙げられる。
【００７９】
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　添加剤
　ホットメルト接着剤組成物は、所望により、例えば、酸化防止剤、安定化剤、更なるポ
リマー、接着促進剤、紫外線安定化剤、レオロジー変性剤、腐食防止剤、着色剤（例えば
顔料及び色素）、充填剤、難燃剤、核化剤及びこれらの組み合わせを含む様々な構成成分
を含む。
【００８０】
　有用な酸化防止剤としては、ペンタエリスリトールテトラキス［３，（３，５－ジ－ｔ
ｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］、２，２’－メチレンビス
（４－メチル－６－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール）、トリ－（ｐ－ノニルフェニル）－ホ
スフアイト（ＴＮＰＰ）及びビス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）４，４’－
ジフェニレン－ジホスホナイト等の亜リン酸塩類、ジ－ステアリル－３，３’－チオジプ
ロピオネート（ＤＳＴＤＰ）並びにこれらの組み合わせが挙げられる。有用な酸化防止剤
は、例えば、いずれもＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（ニュージャージー州フローラ
ムパーク）より入手可能な商品名ＩＲＧＡＮＯＸシリーズ（ヒンダードフェノール系酸化
防止剤であるＩＲＧＡＮＯＸ　１０１０、ＩＲＧＡＮＯＸ　５６５及びＩＲＧＡＮＯＸ　
１０７６）、及び亜リン酸系酸化防止剤であるＩＲＧＡＦＯＳ　１６８、並びにＡｌｂｅ
ｍａｒｌｅ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（ルイジアナ州バトンルージュ）より入手可能なＥ
ＴＨＹＬ　７０２　４，４’－メチレンビス（２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール
）を含む様々な商品名で市販されている。酸化防止剤が含まれる場合、接着剤組成物は、
約０．１重量％～約５重量％の酸化防止剤を含むことが好ましい。
【００８１】
　有用な更なるポリマーとしては、例えば、ホモポリマー、コポリマー、及びターポリマ
ー、熱可塑性ポリマー（例えば、他のポリオレフィン（例えば、高粘度ポリオレフィン（
例えば、高粘度プロピレン及びエチレンポリマー）、チーグラー・ナッタ触媒による非晶
質ポリアルファ－オレフィン（例えば、非晶質プロピレン及びエチレンポリマー）及びこ
れらの組み合わせ）を含む）、エラストマー（例えばエラストマー性ブロックコポリマー
（例えばスチレン（例えばスチレン－ブタジエン－スチレン、スチレン－イソプレン－ス
チレン、スチレン－エチレン／ブテン－スチレン、スチレン－エチレン／プロピレン－ス
チレン、及びこれらの組み合わせ）、メタロセン系エラストマー性ブロックコポリマー及
びこれらの組み合わせ）を含むエラストマー性ブロックコポリマー）を含む）、及びこれ
らの官能化物並びにこれらの組み合わせが挙げられる。
【００８２】
　高粘度ポリマーは、１２１℃で１００，０００よりも高い粘度を示す。有用な更なる高
粘度ポリオレフィンポリマーとしては、例えば高粘度非晶質ポリアルファ－オレフィン、
高粘度結晶性ポリオレフィン、高粘度半結晶性ポリオレフィン及びこれらの組み合わせが
挙げられる。好適な高密度ポリオレフィンは、出光興産株式会社（日本）より販売される
商品名Ｌ－ＭＯＤＵシリーズ（例えば、Ｌ－ＭＯＤＵ　Ｓ４００、Ｓ６００及びＳ９０１
プロピレンホモポリマーを含む）及びＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍ
ｐａｎｙ（テキサス州ヒューストン）より販売されるＶＩＳＴＡＭＡＸＸプロピレンエチ
レンコポリマー（例えば、ＶＩＳＴＡＭＡＸＸ　６２０２、３９８０、及び２３３０を含
む）である。
【００８３】
　チーグラー・ナッタ触媒による非晶質ポリアルファ－オレフィンポリマーは、例えば、
Ｒｅｘｔａｃ　ＬＬＣ（テキサス州オデッサ）より入手可能な商品名ＲＥＸＴＡＣシリー
ズ並びにＥａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（テネシー州キングスポー
ト）より販売される商品名ＥＡＳＴＯＦＬＥＸ及びＡＥＲＡＦＩＮシリーズを含む様々な
商品名で市販されている。
【００８４】
　ホットメルト接着剤組成物は、所望により、約１０重量％以下、約１重量％～約７重量
％以下、又は更には約５重量％以下の半結晶性プロピレンポリマー以外のポリオレフィン
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ポリマーを含む。
【００８５】
　有用なエラストマー性ブロックコポリマーは、例えば、Ｋｒａｔｏｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒ
ｓ　Ｕ．Ｓ．ＬＬＣ（テキサス州ヒューストン）より入手可能なＫＲＡＴＯＮ　Ｇ１６５
７スチレン－エチレン／ブチレン－スチレンブロックコポリマー及びＧ１６５２スチレン
－エチレン／プロピレン－スチレンブロックコポリマー並びにＴＳＲＣ　Ｄｅｘｃｏ　Ｐ
ｏｌｙｍｅｒｓ　ＬＰ（台湾、台北市）より販売されるＶＥＣＴＯＲ　４４１１スチレン
－イソプレン－スチレンブロックコポリマーを含む様々な商品名で入手可能である。ホッ
トメルト接着剤組成物は、所望により約１重量％～約１０重量％、又は更には約４重量％
～約１０重量％の、スチレンを含むブロックコポリマーを含む。
【００８６】
　ホットメルト接着剤組成物は、エチレン酢酸ビニル、エチレンアクリレート、エチレン
メタクリレート、及びエチレンブチルアクリレートなどのエチレン－エチレン性不飽和エ
ステルコポリマーを含まないことが好ましい。エチレン－エチレン性不飽和エステルコポ
リマーがホットメルト接着剤組成物中に存在する場合、８重量％未満、５重量％以下、３
重量％以下、又は更には１重量％以下の量で存在することが好ましい。
【００８７】
　用途
　ホットメルト接着剤組成物は、例えば、繊維、繊維で形成された基材（例えば、バージ
ン繊維、再生繊維、合成ポリマー繊維（例えばナイロン、レーヨン、ポリエステル、アク
リル繊維、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリ塩化ビニル、ポリウレタン）、セルロー
ス繊維（例えば木材パルプなどの天然セルロース繊維）、天然繊維（例えば綿、絹及びウ
ール）、及びガラス繊維並びにこれらの組み合わせ）、剥離ライナー、多孔質基材、セル
ロース基材、シート材（例えば紙及び繊維シート）、紙製品、織布及び不織布ウェブ（例
えば繊維（例えばヤーン、スレッド、単繊維、マイクロファイバー、ブローン繊維、及び
スパン繊維）で形成されたウェブ、穿孔フィルム、及びこれらの組み合わせ）、テープバ
ッキング、及びこれらの組み合わせを含む様々な物品に適用又は組み込むことができる。
【００８８】
　ホットメルト接着剤組成物は、例えばボール紙、コーティングされたボール紙、板紙、
ファイバーボード、バージン及び再生クラフト紙、高密度及び低密度クラフト紙、チップ
ボード、処理及びコーティングしたクラフト紙及びチップボード、並びにこれらの段ボー
ル錠に加工されたもの、粘土でコーティングされたチップボードカートンストック、複合
材、皮革、繊維及び繊維で形成された基材（例えばバージン繊維、再生繊維、合成ポリマ
ー繊維、セルロース繊維及びこれらの組み合わせ）、剥離ライナー、多孔質基材（例えば
織布ウェブ、不織布ウェブ、及び穿孔フィルム）、セルロース基材、シート材（例えば紙
、及び繊維シート）、紙製品、テープバッキング及びこれらの組み合わせを含む様々な基
材を接合するうえで有用である。
【００８９】
　ホットメルト接着剤組成物は、例えば、パッケージ、バッグ、箱、カートン、ケース、
トレー、多層袋、付着物を有する物品（例えば飲料パックに付着されたストロー）、リー
ムラップ、タバコ（例えば、プラグラップ）、フィルタ（例えばプリーツ型フィルタ及び
フィルタフィルタ枠）、製本、紙製品（例えば、ペーパータオル（例えば、多用途タオル
）、トイレットペーパー、フェイシャルティシュー、化学雑巾、ティッシュ、タオル（例
えばペーパータオル）、及びこれらの組み合わせを含む様々な用途及び構築において、第
１の基材と第２の基材とを接合するうえで有用である。
【００９０】
　ホットメルト接着剤組成物は、例えば、コーティング（例えば連続的コーティング及び
不連続的コーティング（例えばランダム、パターン及びアレイ））として、ビードとして
、フィルム（例えば連続的フィルム及び不連続的フィルム）として及びこれらの組み合わ
せを含む任意の有用な形態で、例えばスロットコーティング、スプレーコーティング（例
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えば螺旋状スプレー、ランダムスプレー、及びランダム繊維化（例えばメルトブロー）、
発泡、押出し成形（例えばビードの適用、微細線押出し成形、シングルスクリュー押出し
成形、及びツインスクリュー押出し成形）、ホイール塗布、非接触式コーティング、接触
式コーティング、グラビア、彫刻ローラ、ロールコーティング、トランスファーコーティ
ング、スクリーン印刷、フレキソグラフィー、「オンデマンド」塗布法及びこれらの組み
合わせを含む任意の好適な適用方法を使用して、基材に適用することができる。
【００９１】
　オンデマンドホットメルト塗布システム（「無タンク型」又は「タンクレス型」システ
ムとも呼ばれる）では、ホットメルト組成物は、固体の状態（例えばペレット）で比較的
小さい加熱容器（ポットを有する従来のホットメルト塗布システムと比較して）に供給さ
れ、そこでホットメルト組成物は溶融され、通常はその直後に溶融液は基材に塗布される
。オンデマンドシステムでは、通常は、比較的大量のホットメルト組成物が長時間にわた
って溶融状態に置かれることはない。既存の多くのオンデマンドシステムでは、溶融され
るホットメルト組成物の体積は、約１リットル以下、又は更には約５００ミリリットル以
下であり、ホットメルト組成物は、例えば２時間未満、１時間未満、又は更には３０分未
満を含む比較的短時間にわたって溶融状態に維持される。好適なオンデマンドホットメル
ト接着剤塗布システムとしては、例えば、Ｇｒａｃｏ　Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ　Ｉｎｃ．（
ミネソタ州ミネアポリス）より販売されるＩｎｖｉｓｉＰａｃ無タンク型ホットメルト供
給システム及びＮｏｒｄｓｏｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（オハイオ州ウェストレイク）
より販売されるＦｒｅｅｄｏｍホットメルト分注システムが挙げられる。オンデマンドホ
ットメルト接着剤塗布システムについては、米国特許出願公開第２０１３－０１０５０３
９号、同第２０１３－０１１２７０９号、同第２０１３－０１１２２７９号、及び同第２
０１４－００４２１８２号、並びに米国特許第８，２０１，７１７号に記述されており、
これらは本明細書に組み込まれる。
【００９２】
　次に本発明を以下の実施例により説明する。特に断らないかぎり、実施例に記載される
すべての部、比、百分率及び量は、重量を基準としたものである。
【実施例】
【００９３】
　試験手順
　実施例で使用する試験手順には以下のものが含まれる。特に断らないかぎり、すべての
比及び百分率は、重量を基準としたものである。各手順は、特に断らないかぎり、室温（
すなわち、約２０℃～約２５℃の周囲温度）及び周囲湿度（すなわち３０％～７０％）で
行われる。
【００９４】
　分子量の測定方法
　分子量（Ｍｎ、Ｍｗ及びＭｚ）は、１，２，４－トリクロロベンゼン（ＴＣＢ）を移動
相として用い、１６０℃で動作する、Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｌａｂｓ製ＰＬ－ＧＰＣ２２０高
温サイズ排除クロマトグラフ（ＨＴ－ＳＥＣ）を用いて測定される。このシステムは、３
本の直列に連結された、ＰＬゲル混合Ｂカラムを有し、屈折率（ＲＩ）検出器を備えてい
る。ＳＥＣは、流速１．０ｍＬ／分で動作し、注入体積１００μＬである。すべてのＨＴ
－ＳＥＣ試料は４．０ｍｇ／ｍＬの濃度で調製される。分子量を、既知のポリスチレン標
準物質を用いてＭａｒｋ－Ｈｏｕｗｉｎｋの式より計算する。ポリスチレンではＭａｒｋ
－Ｈｏｕｗｉｎｋパラメータは、Ｋ＝０．０００１２１及びα＝０．７０７であり、ポリ
プロピレンでは、Ｍａｒｋ－Ｈｏｕｗｉｎｋパラメータは、Ｋ＝０．０００１９０及びα
＝０．７２５である。結果は１モル当たりのグラム数（ｇ／ｍｏｌ）で報告される。
【００９５】
　粘度試験法
　「Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｔｅｓｔ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｆｏｒ　Ａｐｐａｒｅｎｔ　ｖｉｓｃ
ｏｓｉｔｙ　ｏｆ　Ｈｏｔ　Ｍｅｌｔ　Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　ａｎｄ　Ｃｏａｔｉｎｇ　
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Ｍａｔｅｒｉａｌｓ」（ホットメルト接着剤及びコーティング材料の見かけ粘度の標準的
試験方法）（１９８８年１０月３１日）なる標題のＡＳＴＭ　Ｄ－３２３６にしたがい、
ブルックフィールド粘度計、ブルックフィールドＴｈｅｒｍｏｓｅｌ加熱試料チャンバ、
及び２７番スピンドルを用いて粘度を測定する。結果はセンチポアズ（ｃＰ）で報告され
る。
【００９６】
　硬化時間の試験方法
　５．０８ｃｍ×０．２４ｃｍの接着剤組成物のビードを、ＭＥＣ　ＡＳＭ－１５Ｎホッ
トメルト接合シミュレーターを１７７℃で使用し、ＲｏｃｋＴｅｎｎ　５６ＳＫ－２３Ｍ
Ｅ－５６ＳＫ高性能４４ポンドＥＣＴ８７％のバージンライナーボードの第１の基材に塗
布する。接着剤のビードを第１の基材に塗布した２秒後に、接着剤のビードをＲｏｃｋＴ
ｅｎｎ　５６ＳＫ－２３ＭＥ－５６ＳＫ高性能４４ポンドＥＣＴ８７％のバージンライナ
ーボードの第２の基材と接触させ、次いでこの第２の基材を第１の基材に対して０．２１
ＭＰａの圧力で所定の時間（本明細書では圧迫時間と呼ぶ）にわたって押しつける。基材
同士を圧迫した時点で接合シミュレーターのタイマーをスタートさせる。予めプログラム
された圧縮時間の後、器具は、第２の基材をＺ方向に引っ張り、第１の基材を固定位置に
保持することにより、２枚の基材を分離し、双方の基材を分離するのに要した力及び接着
剤組成物上に存在する繊維の断裂の量が測定される。試料は各圧迫時間について３回ずつ
実験を行う。最初、圧迫時間は０．５秒間とする。３つの試料が各試料で５０％よりも高
い繊維断裂率を示さない場合には、圧迫時間を０．１秒延ばし、５０％の繊維断裂率が３
つの試料すべてにおいて認められるまでこの試験方法を繰り返す。硬化時間を、３つの試
料が分離後直ちに５０％よりも高い繊維断裂率を実現する圧迫時間として記録する。硬化
時間は秒単位で記録される。
【００９７】
　熱応力抵抗性の試験方法
　熱応力抵抗性を、４６℃（１１５°Ｆ）の開始温度、試料１つ当たり２００ｇの荷重、
及び接着剤１つにつき５つの接合された試料を使用し、「Ｓｕｇｇｅｓｔｅｄ　Ｔｅｓｔ
　Ｍｅｔｈｏｄ　ｆｏｒ　Ｄｅｔｅｒｍｉｎｉｎｇ　ｔｈｅ　Ｈｅａｔ　Ｓｔｒｅｓｓ　
Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ　ｏｆ　Ｈｏｔ　Ｍｅｌｔ　Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ」（ホットメルト
接着剤の熱応力を測定するための推奨される試験方法）なる標題の規格番号ＩＯＰＰ－Ｔ
３００６にしたがって測定する。２４時間ごとに、重量を支持できなくなった試料の数を
記録し、温度を２．８℃（５．０°Ｆ）高くする。試料の８０％が接合したままである最
大温度として定義される各接着剤の合格温度が熱応力抵抗性であり、摂氏度（℃）で報告
される。
【００９８】
　繊維断裂率の試験方法
　繊維断裂率（％）は、以前は接着剤によって互いに接合されていた２枚の基材が力によ
って分離された後で接着剤の面積を覆っている繊維の百分率である。接着剤組成物によっ
て示される繊維断裂の百分率は以下のようにして測定される。１５．２４ｃｍ（６インチ
）×０．２４ｃｍ（３／３２インチ）の接着剤組成物のビードを、ＲＯＣＫＴＥＮＮ接合
シミュレーターを使用し、指定の温度で、ＲｏｃｋＴｅｎｎ　５６ＳＫ－２３ＭＥ－５６
ＳＫ　４４ポンドＥＣＴ　８７％のバージンライナーボードの第１の基材に塗布する。接
着剤のビードを第１の基材に塗布した２秒後に、接着剤のビードをＲｏｃｋＴｅｎｎ　５
６ＳＫ－２３ＭＥ－５６ＳＫ　４４ポンドＥＣＴ　８７％のバージンライナーボードの第
２の基材と接触させ、この第２の基材を接着剤及び第１の基材に対して０．２１ＭＰａ（
３０ポンド／平方インチ（ｐｓｉ））の圧力で２秒間押しつける。次いで得られた構造体
を、室温で少なくとも４時間コンディショニングし、次いで指定の試験温度で少なくとも
１２時間コンディショニングする。次いで、コンディショニング温度で（例えば試料をコ
ンディショニングチャンバから取り出した直後）、２枚の基材を互いから手で引き離すこ
とによって構造体の基材同士を互いから分離する。接着剤組成物の表面を観察し、繊維に
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よって覆われた接着剤組成物の表面積の百分率を測定して記録する。各ホットメルト接着
剤組成物について少なくとも５つの試料を調製して試験する。結果は繊維断裂率（％）の
単位で報告される。
【００９９】
　熱安定性の試験方法
　ホットメルト接着剤組成物の２００ｇの試料を、ガラスビーカー（フタをしていない）
に入れ、温度調節された強制空気流オーブン中で１７７℃で２００時間コンディショニン
グする。溶融した試料をオーブンから取り出す。溶融した試料をゲル、表面スキン形成及
び炭化の存在について観察する。観察結果を記録する。
【０１００】
　次いで、試料を粘度の試験方法にしたがって試験し、測定された粘度をセンチポアズで
報告する。
【０１０１】
　熱安定性を、粘度の変化及び炭化又はスキン形成の有無によって判定する。
【０１０２】
　融点の試験方法
　融点を、「Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｔｅｓｔ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｆｏｒ　Ｓｏｆｔｅｎｉｎｇ
　Ｐｏｉｎｔ　ｏｆ　Ａｓｐｈａｌｔ　ａｎｄ　Ｐｉｔｃｈ」（Ｍｅｔｔｌｅｒ　Ｃｕｐ
　ａｎｄ　Ｂａｌｌ　Ｍｅｔｈｏｄ）（アスファルト及びピッチの軟化点の標準的試験方
法）（メトラーカップ及びボール法）なる標題のＡＳＴＭ　Ｄ－３４６１にしたがって、
毎分２℃の加熱速度で測定する。
【０１０３】
　ガードナー色数
　試料の色を、ＡＳＴＭ　Ｄ－１５４４に記載されるガードナー色数標準と比較すること
によって試料を（溶融状態で）試験し、ガードナー色数を判定する。Ｐａｃｉｆｉｃ　Ｓ
ｃｉｅｎｔｉｆｉｃ（メリーランド州ベセスダ）より入手可能な、イルミネータを備えた
ガードナー・デルタ・コンパレータを使用して比較を行う。結果は、ガードナー色数標準
に対応した数として報告される。
【０１０４】
　（実施例１～４）
　表１に示される量（重量％）及び種類のＬＩＮＸＡＲ　１２７プロピレン－ヘキセンコ
ポリマー（ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ、テキサス州ヒュ
ーストン）、ワックス、オイル及び酸化防止剤を組み合わせ、これを混合下で１７５℃～
１９０℃に加熱することによって実施例１～４のホットメルト接着剤組成物を調製した。
【０１０５】
　実施例１～４のホットメルト接着剤組成物を、粘度、硬化時間、熱応力抵抗性及び繊維
断裂率の各試験方法にしたがって試験した。結果を表１に示す。
【０１０６】
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【表１】

　１＝ＬＩＮＸＡＲ　１２７プロピレン－ヘキセンコポリマー、密度０．８６０ｇ／ｃｍ
３、１９０℃での粘度８２５ｃＰ、またピーク融点１２５℃（ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ、テキサス州ヒューストン）
　２＝ＣＡＬＳＯＬ　５５０ナフテン系オイル（Ｃａｌｕｍｅｔ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　
Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｐａｒｔｎｅｒｓ，ＬＰ、インディアナ州インディアナポリス）
　３＝ＥＰＯＬＥＮＥ　Ｎ－２１ポリエチレンワックス（Ｗｅｓｔｌａｋｅ　Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、テキサス州ヒューストン）
　４＝ＥＰＯＬＥＮＥ　Ｎ－１５ポリプロピレンワックス（Ｗｅｓｔｌａｋｅ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）
　５＝ＷＥＳＴＬＡＫＥ　Ｅ－４３マレイン化無水変性ポリプロピレンワックス（Ｗｅｓ
ｔｌａｋｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）
　６＝ＩＲＧＡＮＯＸ１０１０ヒンダードフェノール系酸化防止剤（ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐ
ｏｒａｔｉｏｎ、ニュージャージー州フローラムパーク）
　７＝ＥＶＥＲＮＯＸ１０ヒンダードフェノール系酸化防止剤（Ｅｖｅｒｓｐｒｉｎｇ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌ、台湾、台中市）
　８＝ＩＲＧＡＮＯＸ１０７６ヒンダードフェノール系酸化防止剤（ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐ
ｏｒａｔｉｏｎ、ニュージャージー州フローラムパーク）
　ＮＴ＝試験せず
【０１０７】
　（実施例５～８）
　表２に示される量（重量％）及び種類のＬＩＮＸＡＲ　１２７プロピレン－ヘキセンコ
ポリマー（ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ、テキサス州ヒュ
ーストン）、ワックス、オイル、酸化防止剤及び粘着付与剤を組み合わせ、これを混合下
で１７５℃～１９０℃に加熱することによって実施例５～８のホットメルト接着剤組成物
を調製した。
【０１０８】
　実施例５～８のホットメルト接着剤組成物を、粘度、硬化時間、熱応力抵抗性、及び繊
維断裂率の各試験方法にしたがって試験した。結果を表２に示す。
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【０１０９】
【表２】

　９＝ＥＳＣＯＲＥＺ　５４００脂環式炭化水素樹脂、Ｔｇ５２℃（ＥｘｘｏｎＭｏｂｉ
ｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ、テキサス州ヒューストン）
【０１１０】
　（実施例９～１３）
　表３に示される量（重量％）及び種類のＬＩＮＸＡＲ　１２７プロピレン－ヘキセンコ
ポリマー（ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ、テキサス州ヒュ
ーストン）、ワックス、オイル（存在する場合）、及び酸化防止剤を組み合わせ、これを
混合下で１７５℃～１９０℃に加熱することによって実施例９～１３のホットメルト接着
剤組成物を調製した。
【０１１１】
　実施例９～１３のホットメルト接着剤組成物を、粘度、硬化時間、熱応力抵抗性、及び
繊維断裂率の各試験方法の少なくとも１つにしたがって試験した。結果を表３に示す。
【０１１２】
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【表３】

　１０＝ＰＯＬＹＷＡＸ　３０００ポリエチレンワックス（Ｂａｋｅｒ　Ｈｕｇｈｅｓ　
Ｉｎｃ．、テキサス州ヒューストン）
　１１＝ＳＸ－１０５フィッシャー・トロプシュワックス（Ｓｈｅｌｌ　Ｍａｌａｙｓｉ
ａ　Ｌｔｄ．、マレーシア、クアラルンプール）
　１２＝ＦＲ－６５１３パラフィンワックス（Ｃａｌｕｍｅｔ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｐ
ｒｏｄｕｃｔｓ　Ｐａｒｔｎｅｒｓ，ＬＰ、インディアナ州インディアナポリス）
【０１１３】
　（実施例１４～１７）
　表４に示される量（重量％）及び種類の構成成分を組み合わせ、これを混合下で１７５
℃～１９０℃に加熱することによって実施例１４～１７のホットメルト接着剤組成物を調
製した。
【０１１４】
　実施例１４～１７のホットメルト接着剤組成物を、粘度、硬化時間、熱応力抵抗性、及
び繊維断裂率の各試験方法の少なくとも１つにしたがって試験した。結果を表４に示す。
【０１１５】
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【表４】

　１３＝ＶＩＳＴＡＭＡＸＸ　８８８０メタロセン触媒によるプロピレンエチレンコポリ
マー（ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ、テキサス州ヒュース
トン）
　１４＝ＶＩＳＴＡＭＡＸＸ　３９８０ＦＬメタロセン触媒によるポリプロピレンエラス
トマー（ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ）
　１５＝ＶＩＳＴＡＭＡＸＸ　６２０２プロピレンエチレンコポリマー（ＥｘｘｏｎＭｏ
ｂｉｌ）
　１６＝ＫＲＡＴＯＮ　Ｇ１６５７スチレン－エチレン－ブチレン－スチレンブロックコ
ポリマー（Ｋｒａｔｏｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ　ＬＬＣ、テキサス州ヒューストン）
　１７＝ＥＳＣＯＲＥＺ　５６３７芳香族変性脂環式炭化水素樹脂（ＥｘｘｏｎＭｏｂｉ
ｌ）
　１８＝ＡＣ　５９６Ｐマレイン化ポリエチレンワックス（Ｈｏｎｅｙｗｅｌｌ　Ｉｎｔ
’ｌ　Ｉｎｃ．、ニュージャージー州モリスタウン）
　１９＝ＳＡＲＡＷＡＸ　ＳＸ　１０５フィッシャー・トロプシュワックス（Ｓｈｅｌｌ
　Ｍａｌａｙｓｉａ　Ｌｔｄ．、マレーシア、クアラルンプール）
【０１１６】
　（実施例１８及び１９）
　表５に示される量（重量％）及び種類の構成成分を組み合わせ、これを混合下で１７５
℃～１９０℃に加熱することによって実施例１８及び１９のホットメルト接着剤組成物を
調製した。
【０１１７】
　実施例１８及び１９のホットメルト接着剤組成物を、粘度、硬化時間、及び繊維断裂率
の各試験方法の少なくとも１つにしたがって試験した。結果を表５に示す。
【０１１８】
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【表５】

【０１１９】
　（実施例２０～２２）
　表６に示される量（重量％）及び種類の各構成成分を組み合わせ、これを混合下で１７
５℃～１９０℃に加熱することによって実施例２０～２２のホットメルト接着剤組成物を
調製した。
【０１２０】
　実施例２０～２２のホットメルト接着剤組成物を、粘度、硬化時間、及び繊維断裂率の
各試験方法の少なくとも１つにしたがって試験した。結果を表６に示す。
【０１２１】
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【表６】

　２０＝ＲＥＳＩＮＡＬ　Ｒ１０３０（Ｒｅｓｉｎａｌｌ　Ｃｏｒｐ、ノースカロライナ
州セバーン）
【０１２２】
　他の実施形態は、特許請求の範囲内にある。本明細書で参照されるすべての文書は、そ
の全容にわたって組み込まれる。
　１．少なくとも５０重量％のプロピレンを含む、少なくとも４０重量％の未変性の半結
晶性プロピレンポリマーと、第１の非官能化ワックス及び該第１の非官能化ワックスと異
なる第２の非官能化ワックスを含む、少なくとも１５重量％の非官能化ワックスと、８重
量％以下のエチレン－エチレン性不飽和エステルコポリマーと、を含む、ホットメルト接
着剤組成物。
　２．少なくとも５０重量％のプロピレンを含む、少なくとも４０重量％の未変性の半結
晶性プロピレンポリマーと、少なくとも１５重量％の非官能化ワックスと、０重量％～１
０重量％以下の官能化ワックスと、１重量％～１０重量％の、スチレンを含むエラストマ
ー性ブロックコポリマーと、を含むホットメルト接着剤組成物。
　３．少なくとも５０重量％のプロピレンを含む、少なくとも５５重量％の半結晶性プロ
ピレンポリマーと、第１のワックス、第１のワックスと異なる第２のワックス、及びホッ
トメルト接着剤組成物の重量に対して０重量％～１０重量％以下の官能化ワックスを含む
、２０重量％超のワックスと、を含み、２秒以下の硬化時間を示す、ホットメルト接着剤
組成物。
　４．スチレンを含むエラストマー性ブロックコポリマーを更に含む、段落１及び３のい
ずれかのホットメルト接着剤組成物。
　５．エラストマー性ブロックコポリマーが、スチレン－エチレン／ブチレン－スチレン
ブロックコポリマー、スチレン－エチレン／プロピレン－スチレンブロックコポリマー及
びこれらの組み合わせからなる群から選択される、段落２及び４のいずれかのホットメル
ト接着剤組成物。
　６．少なくとも４５重量％の未変性の半結晶性プロピレンポリマーを含む、段落１～５
のいずれか１つのホットメルト接着剤組成物。
　７．少なくとも５０重量％の未変性の半結晶性プロピレンポリマーを含む、段落１～５
のいずれか１つのホットメルト接着剤組成物。
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　８．少なくとも５５重量％の未変性の半結晶性プロピレンポリマーを含む、段落１～５
のいずれか１つのホットメルト接着剤組成物。
　９．第１の非官能化ワックスが、ポリエチレンワックス、フィッシャー・トロプシュワ
ックス又はこれらの組み合わせを含む、段落１～８のいずれか１つのホットメルト接着剤
組成物。
　１０．第１の非官能化ワックスの融点が１００℃よりも高い、段落１～９のいずれか１
つのホットメルト接着剤組成物。
　１１．第２の非官能化ワックスの融点が１１５℃よりも高い、段落１～１０のいずれか
１つのホットメルト接着剤組成物。
　１２．官能化ワックスを更に含む、段落１～１１のいずれか１つのホットメルト接着剤
組成物。
　１３．第１の非官能化ワックスが、ポリエチレンワックス、フィッシャー・トロプシュ
ワックス又はこれらの組み合わせを含み、官能化ワックスが、マレイン化ポリエチレンワ
ックス、マレイン化ポリプロピレンワックス又はこれらの組み合わせを含む、段落１２の
ホットメルト接着剤組成物。
　１４．２０重量％超のワックスを含む、段落１、２及び４～１３のいずれか１つのホッ
トメルト接着剤組成物。
　１５．未変性の半結晶性プロピレンポリマーの融解熱が、１５Ｊ／ｇ～５０Ｊ／ｇ以下
である、段落１、２及び４～１５のいずれか１つのホットメルト接着剤組成物。
　１６．２秒以下の硬化時間を示す、段落１、２及び４～１５のいずれか１つのホットメ
ルト接着剤組成物。
　１７．６０℃超の熱応力抵抗性及び２秒以下の硬化時間を示す、段落１～１６のいずれ
か１つのホットメルト接着剤組成物。
　１８．６０℃超の熱応力抵抗性、４℃で５０％超の繊維断裂率及び６０℃で５０％超の
繊維断裂率、並びに、１．５秒以下の硬化時間を示す、段落１～１７のいずれか１つのホ
ットメルト接着剤組成物。
　１９．７１℃超の熱応力抵抗性、４℃で５０％超の繊維断裂率及び７１℃で５０％超の
繊維断裂率、並びに、１．５秒以下の硬化時間を示す、段落１～１７のいずれか１つのホ
ットメルト接着剤組成物。
　２０．７１℃超の熱応力抵抗性、－１８℃で５０％超の繊維断裂率及び７１℃で５０％
超の繊維断裂率、並びに、１．５秒以下の硬化時間を示す、段落１～１７のいずれか１つ
のホットメルト接着剤組成物。
　２１．オイル、ポリブテン又はそれらの組み合わせを更に含む、段落１～２０のいずれ
か１つのホットメルト接着剤組成物。
　２２．１７７℃で２０００センチポアズ以下の粘度を示す、段落１～２０のいずれか１
つのホットメルト接着剤組成物。
　２３．４５重量％～約７０重量％の未変性の半結晶性プロピレンポリマー、約２０重量
％～約３５重量％の非官能化ワックス及び０重量％～約１０重量％の官能化ワックスを含
む、段落１～２２のいずれか１つのホットメルト接着剤組成物。
　２４．１．５秒以下の硬化時間を示す、段落１～１７及び２１～２３のいずれか１つの
ホットメルト接着剤組成物。
　２５．１秒以下の硬化時間を示す、段落１～１７及び２１～２３のいずれか１つのホッ
トメルト接着剤組成物。
　２６．５０重量％～約６５重量％の未変性の半結晶性ポリプロピレンポリマーを含む、
段落１～２５のいずれか１つのホットメルト接着剤組成物。
　２７．未変性の半結晶性プロピレンポリマーが、未変性の、メタロセン触媒による半結
晶性プロピレンポリマー、未変性の、非メタロセンヘテロアリール触媒による半結晶性プ
ロピレンポリマー又はこれらの組み合わせを含む、段落１、２及び４～２６のいずれか１
つのホットメルト接着剤組成物。
　２８．未変性の半結晶性プロピレンポリマーが、未変性の、メタロセン触媒による半結
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晶性プロピレンコポリマー、未変性の、非メタロセンヘテロアリール触媒による半結晶性
プロピレンコポリマー又はこれらの組み合わせを含む、段落１、２及び４～２７のいずれ
か１つのホットメルト接着剤組成物。
　２９．未変性の半結晶性プロピレンポリマーが、１９０℃で１２００ｃＰ以下の粘度を
示す、段落１、２及び４～２８のいずれか１つのホットメルト接着剤組成物。
　３０．６０℃超の熱応力抵抗性、－１８℃で５０％超の繊維断裂率及び６０℃で５０％
超の繊維断裂率を示す、段落１～２９のいずれか１つのホットメルト接着剤組成物。
　３１．１４９℃で１５００センチポアズ以下の粘度を示す、段落１～３０のいずれか１
つのホットメルト接着剤組成物。
　３２．非官能化ワックスが、第１の非官能化ワックス及び第１の非官能化ワックスと異
なる第２の非官能化ワックスを含む、段落１～３１のいずれか１つのホットメルト接着剤
組成物。
　３３．１５重量％～３０重量％の粘着付与剤を更に含む、段落１～３２のいずれか１つ
のホットメルト接着剤組成物。
　３４．段落１～３３のいずれか１つのホットメルト接着剤組成物と、繊維を含む第１の
基材と、繊維を含む第２の基材と、を含むパッケージであって、第２の基材が接着剤組成
物によって第１の基材と接合されている、パッケージ。
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